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Salesforce �
Salesforce Ventures 紹介�



エンタープライズソフトウェア企業�
上位5社中、トップの成⻑率�

54億ドル�
FY15 

41億ドル�
FY14 

31億ドル�
FY13 

67億ドル�
FY16 

23億ドル�
FY12 

17億ドル�
FY11 

1 兆円�
2018年度売上�
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2017 �

世界で最も 
⾰新的な企業�

“この10年で 
最⾼の 

イノベーター” 

・ロンドン・� ・ニューヨーク・� ・サンフランシスコ・�



Salesforce Venturesご紹介: イノベーションへの新規投資�

セールフフォースの�
戦略的投資部⾨�

​ 世界のトップSaaSベン
チャーへ積極投資�

​ 投資先企業へ、�
​ SaaS経営知⾒と�
​ 顧客アクセスを提供�

Active investor for 8+ Years  
200+ Portfolio Companies 

14 Countries 

Grow the Salesforce 
ecosystem of 

partners  

Accelerate their 
growth with our 

internal expertise 

Support 

Guidance 
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セールスフォース・ベンチャーズ Japanのご紹介�
•  累計34社のSaaSベンチャーへ投資実⾏�
•  投資先には、資⾦に加えSaaS経営ノウハウ、Salesforce既存顧客を提供�
•  投資⾦額は、1社に対し50~500百万円(5~10%取得）�

Commerce 
1 Company (4%) 

Platform & Apps 

Sales 

Service & Marketing 

Analytics 

6 Companies (23%) 

8 Companies (31%) 
3 Companies (8%) 

1 Company (4%) 

Acquired ISV Exits Public ISV Exits 
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200+ Active Portfolio Companies Across 14 Countries 
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We’re Active Investors with a Maturing Portfolio 

NEA 

Bessemer Venture Partners 

Accel Partners 

Khosla Ventures 

Intel Capital 

General Catalyst Partners 

Andreesen Horowitz 

Battery Ventures 

Index Ventures 

​ Most Active VCs in Enterprise 
Software (FY2017)  
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Source: CB Insights  
Based on all software & internet deals globally in FY2017 

​ Top Investor in the  

Intel Capital 

Google Ventures 

Comcast Ventures 

Qualcomm Ventures 

Cisco Investments 

GE Ventures 

Bloomberg Beta 

In-Q-Tel 

Citi Ventures 
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​ Most Active CVCs (FY2017) 

Source: CB Insights  
Global Most Active CVC Investors List (FY 2017) 

Accel Partners 

ICONIQ Capital 

Sequoia Capital 

Andreessen Horowitz 

SV Angel 

New Enterprise Associates 

Bessemer Ventures 

Capital G 

Battery Ventures 
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VCが考える良いプロダクト 
(年間1000社+プロダクトを見続けてきて） 



最後に�



1.  どのユーザのどういうPainを対象にしているのかがクリア 
ü  Who's pain? 
ü  Why you?  
ü  Why now? 

2.  ユーザpainのストーリが描けてる 
ü  適合したSolution(カスタマージャー)になっている 

3.  Must Haveになってる(一部のコアユーザに） 
ü  UIが優れてる事がベストだが、仮にデザインがいまいち

でも、ユーザのPainを解決していればいい 

VCが考える良いプロダクトの3つの条件 



Productに取り組む際の3⼤原則�

1. Make it Simple�

2. Release it quickly(⼿書きで可）�

3. Ask Users�



ケン ワカマツ 
Director 

Product Management 

​ kwakamatsu@salesforce.com 



自己紹介 

オレンジカウンティ生まれ、
バークレー校を卒業後、サン
フランシスコで就職。 

1998年からシリコンバレーで
ソフトウェア開発 
 

会社履歴 
Macromedia (Adobeに買収) 

Adobe 

Adobe ATL　(Advanced Technologies Lab) 

Ofoto (Kodakに買収) 

Kodak Digital  

Pure Digital (Cisco Systemsに買収) 

Cisco Systems 

 

 
 

 



Sales Cloud Einstein Account Insights 
​ AI 



Product Manager とは�



 PMのゴールは最⾼のプロダクトを創ること�
​ 限られた時間とリソースでトレードオフ 

機能�

テクノロジー� 使いやすさ�



Salesforce開発チームは Technology & Products で結成�
Technology と Products の２チームで結成。チームの KPI は違い、レポートラインも違う 

Marc Benioff�
CEO�

Parker Harris �
Co-Founder (Technology) �

Alex Dayon�
President, Chief Product Officer �



テクノロジーとプロダクトの違い�
CRT から LCDはテクノロジーの進化 



Product Manager はビジネスリーダー�
製品が売れるテクノロジーを選択 

Plasma 
LCD 

LED 

OLED 

OLED 4K 

OLED 8K 
????? 

Smart TV 



アジェンダ�
​ 開発チーム 

リリーススケジュール 

​ 製品の要件 

​ プラニング 

​ Do  

​ Fail Fast  

​ Trust 



開発チーム�
​ チーム構成 



アジャイルスクラムチームの構成�

プロダクト�
マネージャー�

1人 

スクラム�
マスター�

1人 
 

エンジニア�
1-8人 

 

デザイナー/UX�
1人 
 

ライター�
1人 
 

​ スクラムチームが⼀つのプロダクトチーム�



アジャイルのスクラムチームメンバーの役⽬と権⼒分⽴�

チーム�
•  複数の組織から5-9⼈�

 (Dev, Doc, UX, Perf, DevOps*)�
•  チーム内で管理�
•  仕事量も⾃⼰管理�

プロダクト オーナー（プロダクトマネージャ)（兼務）�
•  プロジェクトのゴールを設定�
•  要件を作成して優先順位を決める�
•  ストーリーと要件を作成�
•  スケジュールや要件を調整�
•  スプリント中にフィードバック�

スクラムマスター（兼務）�
•  ⾃⼰管理のファシリテーション�
•  チームのコーチ�
•  問題や壁を取り除く�
•  チームを伸ばす�
•  チームのPR�

エンジニア�
•  ストーリーにポイントをつけてタスクを作成�
•  コードを書く�
•  オートメーション�

•  パフォーマンス�
•  ロード�

�
UX （兼務）�
•  製品のデザインとUXを統⼀�
•  ユーザーリサーチ�

ライター（兼務）�
•  プロジェクト進⾏中にドキュメンテーション�
�



400+ 
Salesforce アジャイルチーム�

400以上の開発チームが同じスケジュールで開発とリリース�



Salesforce�
リリース スケジュール�



イノベーション – 年3回のメジャーリリース�
​ 全ての製品をシームレスに⾃動アップデート�

​ メジャーリリースの数�
54 

​ カスタマイズ設定や 
インテグレーションも 

⾃動アップデート�
​ お客様のコミュニティが�

機能拡張のアイデアの源泉�



Winter ’18 リリース�

300+ 
プロダクト イノベーション�



製品の要件�
​ 何を創る？�



何をいつ創るか�
​ ３つの要素�

ideaExchange� CRM、AI等 � デバイス、IoT�
業界のトレンド� テクノロジー�お客様の声 







業界のトレンド�
​ リサーチ分析レポート、スタートアップ、M&A 等�



テクノロジーのトレンド�

​ ユーザーとソフトウェアのインターフェイス�

​ 顧客をより深く理解する�

スマートな“モノ” 
750億�

  



プラニング�
​ 5年先�



ビジョン 

V2MOM 

2 リリース 
レビュー	

1 リリース 
レビュー 

スプリント 

ディリー	

 

マルチレベルのプランニング 

Spring Summer 

3-5 Years 

1 year 

R1 

2 Releases 

1 Release  

~ 2 Weeks 

Daily 

Vision 
Values 
Method 
Obstacles 
Metrics 

プラン�

メソドロジー�



3-5年ロードマップ - イノベーション の歴史�

+ 29%�

​ Dreamforce のテーマからみたプロダクト 

2012 2013 2014 2015 2016 



テクノロジーのトレンド�

​ ユーザーとソフトウェアのインターフェイス�

​ 顧客をより深く理解する�

（2015年8⽉）�



Do�
​ プランとメソッド�



イノベーションはダイエットや筋トレと⼀緒�



V2MOMはプラン�



Vision: ビジョン̶ ⽬標は何か?�
Values: 価値 ̶ なぜ重要なのか?�
Method: ⽅法 ̶ どうやって実現するのか?�
Obstacles: 障害 ̶ 成功を妨げる課題は何
か? �
Measures: 測定基準 ̶ パフォーマンスを�
どう測定するのか?�

V2MOMで組織内の意思統⼀�



CEO 

Leadership 

Cloud 

Cloud Cloud 

Cloud 

Team 

Team 

Team 

Team 

Team 
Team Team 

Team 

Team 

Team 

Team 

Team アラインメント�
コネクション�
透明性�

全社員のアラインメント�



ADMとはメソドロジー�



アジャイル開発とは�

​ アジャイル開発プロセスとは、ソフトウェア

を迅速に、また、状況の変化に対して柔軟

に対応できるよう開発する手法の総称。

「アジャイル」(agile)とは、俊敏な、しなや

かな、素早い、などの意味で、短いプロ

セスを何度も反復して次第に全体を組み立

てていくアプローチの手法が多い。 �

+ 29%�

​ Agile Software Development�
機能バックログ 

スプリント 
バックログ 

ディレー 
スクラム 

デモ 

改良 



salesforce.comに特化した⼤規模アジャイル開発⼿法 �

リーン⽅式がベース�

アジャイル宣⾔にもとづいている�

スクラムとカンバン を利⽤�
�

Adaptive Delivery Methodology (ADM)�



ADM 
Principles 

Respect people 

Eliminate waste 

Create knowledge 

Build quality in 

Deliver fast 

Optimize the whole 

Just in time decisions 

7 ADM Principles are the Foundation of our Agility 



Fail Fast - UX 
開発が始まる前にデザインをレビュー�



次のリリースを並行でプラニング 
​ エンジニアの時間を有効化 

フィーチャー 
フリーズ 

リリース 
フリーズ 

各サンドボックスの 
リリース 

サンドボックス リリース 

プロダクション リリース 

リリーススプリント ポッド毎のリリース 

チームのサインオフ 

Aug July Sept Mar Apr May Jun 

－－－－－－－開発期間－－－－－－－ 

デザイン 

リサーチ 

デザインを役員に共有 

プロトタイプ 

ユーザビリティ スタディ 

デザインフリーズ 

エンジニアに共有 

リリーズ プラニング 

スプリント プラニング 

－－－－－－－ －－－開発－－－－－－－ 

6⽉ リリース�

10⽉ リリース�



デザインとプロトタイプのチーム 

�
プロダクト オーナー �

（プロダクト マネージャ）�
�

•  製品/機能の仕様�
•  プライオリティ�

�
エンジニア マネージャ/アーキテクト�

�
�

•  実⾏可能か⾒極める 

�
UX�

�
�

•  製品のUX/デザイン�
•  ユーザーリサーチ�

 



役員にピッチ、全員からフィードバック 



Spike でリサーチのストーリー、そしてソトーリーをポイント �



Fail Fast - Approval�
​ 役員承認�



リリース毎に機能を更新、スケジュールをエクゼクティブにプレゼン�
Spring Release 

Utility Bar 
(Pilot > 
Beta > GA)	

1.  Trust/Bugs 

2.  Enhancement 5 

Summer Release	

Feature C	

Feature B	

1.  MVP 4 
2.  MVP 5 
3.  MVP 6 

 

1.  Trust/Bugs 

2.  Enhancement 3 

3.  Enhancement 4 

Winter Release	

1.  MVP 7 
2.  Nice to Have 1 
3.  Nice to Have 2 
4.  Nice to Have 3 

1.  Trust/Bugs 

1.  MVP 1 
2.  MVP 2 
3.  MVP 3 

1.  Trust/Bugs 

2.  Enhancement 1 

3.  Enhancement 2 

1.  Trust/Bugs 



•  先⽉の報告�
•  今⽉の予定�
•  来⽉の予定�
•  エクゼクティブが参加�
•  デモンストレーションとフィードバック�
•  リリースプランの進⾏のレビュー�

    

⽉に１回役員が全製品の進歩をレビュー�



グループで⽉に２回レビュー�



各開発チームのディリー スクラム・スタンドアップ�



プラン設計 
​ 変更はなし！�



紙でプラニング�



エクセルでプラニング�



アプリでプラニング�

+ 29%�



Trust - 信頼�
オートメーション�



最初から 
高いクオリティ 

クオリティは製品のパフォーマンス、スケーレビリティ、 
ユーザビリティ、機能性など全てを含む 

TRUST が最も重要�

アジャイル開発にはオートメーション化が最も重要 

テストプラン、オートメーション化、コードレビュー、 
などの品質管理やテストは日々行われる 

完成の定義は一つ。リリースの最後にクオリティを管理するのではな
く、毎日クオリティを下げない 

スプリント毎に行われるフィードバックを伝える反省会も重要 



Bug Fix のROI�



完成の定義チェックリスト�
Criteria Features

1 2 3

Code checked in and follows department standards ☑ ☑

No open regressions. Automated tests written and 
reviewed for all regressions ☑ ☑

No open P1 & P2 bugs ☑

Code Coverage 78% 80%

100% of test cases logged and executed in a QA 
environment, and all P1/P2 cases passing   ☑ ☑

All resolved bugs verified and closed ☑ ☑ ☑

Performance/scalability impact ascertained and sys 
testing scheduled if required ☑ ☑ ☑

UE has reviewed any new features; P1 and P2 UI 
bugs fixed ☑ ☑ ☑

Usability testing completed when necessary, and 
feedback incorporated into backlog ☑ ☑

Code and UI reviewed for 508 compliance; UE team 
notified of any non-compliant features ☑ ☑

All UI labels ready for localization vendors ☑ ☑

User documentation complete and checked in ☑

•  組織内の全てのチームの同意が必要�
�
•  各チームのクオリティに対する責任が明確�

•  無駄が少ない�

•  組織内のチームのコラボレーションを促進�



ディリーチェック Strong Attention to Metrics 

リリースのモニタリング�

•  リリースマネージメントチーム�
•  ディリーダッシュボード�
•  週単位でリリースをチェック�
•  マイルストーンのトラッキング�



テスト成功率が基準値以下
（99%）になると 

チェックインできない 



約２ヶ月のテスト期間 
​ クオリティの高いリリースを保証 

レビュー・ 
フィーチャー 

フリーズ 

リリース 
フリーズ 

レビュー レビュー レビュー 各サンドボックスの 
リリース 

SB/R0 Release 
•  2/3 のサンドボックスにリ
リース 
•  特定のプロダクションの組
織にリリース 

R1/R2 Release 
• 　25%のお客様にリリース 
•   徐々に全てのお客様にリ
リース 

•  ブランチをロック 
•  チェックインに許可が必要 
•  不完全な機能は無効 
•  次のリリースのブランチがオープ
ンになる 

月々のレビュー リリーススプリント ポッド毎のリリース 

チームとクラウドの 
サインオフ チームの 

サインオフ 

Dec Jan Feb Mar May Apr Jun 

• 　600kの JUnit と Selenium テスト
で継続的インテグレーション 
•  パフォーマンステスト 

•  110M のお客様のApexテスト  
•  プロダクションテスト 
•  最終パフォーマンステスト 




